
○　目的

○　事業概要

※　写真・イメージ図　など

　消防ポンプ自動車の更新を行うことで、常備消防力の充実強化を図り、複雑
多様化する災害から市民の安全を守る。

担当所属名 消防署警防課 直通電話番号 63 － 1125

事業内容

　車両更新計画に基づき、本署の消防ポンプ自動車を更新する。
　（平成16年2月導入車の更新）

予算額 52,241 千円 新規・拡充
継続の別 継続

令和２年度　当初予算主な事業

事業名 消防ポンプ自動車購入事業



○　目的

　

○　事業概要

令和２年度　当初予算主な事業

事業名 高規格救急自動車購入事業

予算額 37,241 千円 新規・拡充
継続の別 継続

事業内容

　高規格救急自動車の更新を行うことで、常備消防力の充実強化を図り、救
命率の向上に寄与する。

　車両更新計画に基づき、本署の高規格救急自動車を更新する。
　（平成24年1月導入車の更新）

担当所属名 消防署警防課 直通電話番号 63 － 1125



○　目的

　

○　事業概要

　

　

　

　市内の公園を基本とし、毎年設置工事を行い、計１０基の耐震性貯水
槽を新規設置する。
　令和２年度　工事　宮ノ口受水場、測量設計　水取公園

水取公園　(令和３年度設置予定）宮ノ口受水場敷地南側（地上式１００ｔ）

担当所属名 消防署警防課 直通電話番号 63 － 1125

事業内容

　地震災害でライフラインが寸断されても、消防水利としての使用に支
障が無い耐震性の貯水槽を設置する。

予算額 53,046 千円
新規・拡充
継続の別 継続

令和２年度　当初予算主な事業

事業名 耐震性貯水槽整備事業



○　目的
地域の限られた救急車を有効に活用し、緊急性の高い症状の傷病者に

できるだけ早く救急車が到着できるようにすることに加え、住民が適切な
タイミングで医療機関を受診できるよう支援する。

○　事業概要
救急車の適正利用

・軽症者の救急搬送割合を減らす。

♯7119（救急安心センター事業）

住民
・病院に行った方がいいの？
・救急車を呼んだ方がいいの？
・応急手当はどうしたらいいの?

専用回線
（♯7119）

緊急性の高い症状
●医師、看護師、相談員が相談に対応 迅速な救急
・病気やけがの症状を把握 車の出動
・緊急性、応急手当の方法、受信手段
・適切な医療機関などについて助言
●相談内容に緊急性があった場合 緊急性が低い症状
・直ちに救急車を出動させる体制を構築 医療機関の
●24時間365日体制 案内

事業内容

・潜在的な重症者を発見し、救護する。

担当所属名 消防署警防課 直通電話番号 63 － 1125

・不急救急出動の抑制。

予算額 1,378 千円 新規・拡充
継続の別 継続

令和２年度　当初予算主な事業

事業名 救急安心センター負担事業（♯7119）



○　目的

　

○　事業概要

　

　

　

担当所属名 消防署通信指令室 直通電話番号 63 － 1125

　音声による１１９番通報が困難な聴覚・言語機能障がいを有する方々
が、スマートフォン等のＷｅｂ機能を通して、簡単なボタン操作で１１
９番通報を行うことができるシステムを提供することで、安心安全に暮
らせる社会を実現することを目的とする。

　スマートフォンからの１１９番通報を受信できるよう、消防指令シス
テムの一部を改修する。

事業内容

予算額 4,462 千円
新規・拡充
継続の別 新規

令和２年度　当初予算主な事業

事業名 ＮＥＴ１１９緊急通報システム導入事業（障がい者対応）



○　目的

　

○　事業概要

　

　

　

令和２年度　当初予算主な事業

事業名 多言語三者同時通訳サービス導入事業（外国人対応）

予算額 356 千円
新規・拡充
継続の別 新規

事業内容

　外国人からの１１９番通報時や救急現場での外国語への対応のため、
電話通訳センターを介し通報者との内容確認を行う。

　外国人からの１１９番通報を受信した際、電話通訳センターに電話
し、通報者、消防署、電話通訳センターの三者で会話をすることで外国
人からの訴えを同時通訳するサービスです。
　また救急現場等で外国人と遭遇した際は、救急隊から電話通訳セン
ターに電話し、携帯のスピーカー機能を利用して同時通訳が可能です。

担当所属名 消防署通信指令室 直通電話番号 63 － 1125


